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特集1 西塚泰美元学長を偲んで

恩師 故西塚泰美先生を偲 んで

大阪大学大学院医学系研究科

高 井 義 美(49年 卒)

2004年11月4日 の西塚泰美先生急逝の計報 には大変

驚 き,に わかに信 じることがで きませ んで した,先 生

におかれましては,大 変お元気で県や国のこ とにお忙

しい毎 日を送 られておられ るとお聞きしていたか らで

す.先 生の ご逝去のす こし前に,先 生 とは東京の学術

振興会(学 振)の 建物前の路上で偶然お会 い しま した.

先生 に 「君 こんな所 で何を しているの」 と尋 ねられ,

「学振の審査会 の帰 りです」 と申 し上 げます と,「 ウ

ロウ ロ しない で しっか りと学問 を しな さい」 と言 わ

れ,私 が 「先生こそ こんな所で何 をなさってお られる

のですか」 とお尋ね しますと,先 生には 「しょっちゅ

う学振 に呼 び出 されて大変 なんや」 とおっ しゃられて

お別れ しました.こ れが私 と先生 との最後の会話 にな

る とはその時夢に も思ってお りませんで した.2年 前

に,門 下生一同で先生の古希のお祝の会をポー トピァ

ホテルで行 いました時には,先 生 も奥様 も大変喜んで

下 さり,門 下生一人一人が昔の想い出話 をします と,

先生 も奥様 もにこにこ笑いなが ら聞いてお られたこと

が,昨 日の ことの ように思い出され ます.2004年11月

7日 の告別式で先生 に最後のお別れ をさせていただい

た時は じめて,先 生 には本当に亡 くなられて しまわれ

たのだ と実感 し,大 変寂 しい思いをいた しました.

西塚先生が1969年 に神戸大学医学部に着任 されて以

来,私 達神戸大学医学部関係者の多 くはい ろいろなこ

とを先生 から教 わ りました.特 に,私 の ような西塚先

生の門下生 は,実 験 のプロ トコールの書 き方から行 な

い方,論 文の書 き方か ら学会発表の仕方,研 究費の申

請書の書 き方 まであ りとあ らゆることを教育 していた

だ きま した.ま た,私 達は先生か ら学問 に対する考 え

方 や態度な どの哲学 も学びました.先 生はいつ もr「オ

リジナル な仕事 をしないといけない.他 人のやったこ

との後 を追 うような仕事ではなく,他 人が後 を追 うよ

うな,将 来末広が りになるような仕事 をしなさい.同

じ実験 は最低で も3回 はや りなさい.実 験結果が他の

研 究者 に追試 される ことが大切です.学 問 をするのな

ら本物 の学者 を目指 しなさい」 といつ もおっ しゃって

お られ ました.こ の ような先生のお言葉 をもう二度 と

先生か ら直接お聞きすることがで きな くなった今大変

寂 しい思いで一杯であ ります.

私達がお世話 になっていたころの西塚先生は毎 日朝

早 くから夜遅 くまでお仕事 をなさってお られま した.

そ して,「 実証科学 は一生 懸命働 くことが大切 です.

よく考えてよ く実験 しておれば必ずいつか良い結果が

でるものです」と言われ,私 達を激励 しなが らひっぱっ

ていって ください ました.1977年 にプロテインキナ7

ゼCが 見つかった時,先 生 にはこれはオリジナルな良

い仕事 に発展すると大変喜んで くださったことをいま

で も覚えてお ります.教 室が発展す るにつれて,神 戸

大学医学部の卒業生はもちろん全国か ら多 くの子弟が

先生の教室に集 まりました.先 生はその全員の面倒 を

在籍 中のみな らず卒業後 もみて くださいました,現 在

で も多 くの門下生が神戸大学医学部のみならず全 国で

活躍 されてお られます.こ のように神戸大学医学部や

神緑会の発展 に果 たされた西塚先生の ご貢献は極 めて

大 きいところがあると思 ってお ります.

西塚先生は京都大学医学部1957年 の ご卒業で早石修

医化学教授の門下生であ ります,西 塚先生 は早石門下

生であるこ とを大変誇 りに思 ってお られ,「 学問 は継

承が大切です」 とよく言われてお られ ました、「りっ

ぱな師の もとで りっぱな弟子が育つのです,君 たちが

まず よい仕事 をして,そ して りっぱな弟子を育てるよ

うに.そ うす ることで 日本 にも学問の歴史がで きるの

です.」 ご自身の実績 に基づいた本物の学者の重 い言

葉 と私達はいつ も感激 しながら聞いてお りま した.私

は1974年 の神戸大学医学部の卒業ですが,私 達の学生

時代 には,西 塚先生をはじめ,基 礎医学講座 には,西

塚先生の京都大学医学部時代 の同級生である杉山病理

学教授 と田中薬理学教授,木 幡生化学教授,臨 床医学

講座 には井村内科学教授,故 東条産婦人科学教授,松

本脳外科学教授な ど,国 内の トップクラスの教授陣が

多数お られ ましたが,こ のような人事 にも西塚先生は

大 きなご貢献 をされた もの と思ってお ります.こ の時

代か ら神戸大学医学部にも国際 レベルの本格的な研究

や学問が生 まれ育って ぎたのではないで しょうか.西

塚先生か らいただいたこ恩にす こしで も報い られるよ

う,私 達,特 に教職 についている者は,こ れからも先

生の教 えを守 り,若 い人材の育成 に貢献すべ く一生懸

命 にがんば り,先 生 の教 えを次の世代 に伝 えてい きた
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い ものです.先 生 には天国で私達後輩のこれか らも是

非見守って くだ さいます ようお願い申 し上げ ます.

西塚先生,本 当に長い間お世話になりま した.あ り

が とうございま した.先 生 におかれま しては安 らかに

眠 られることをお祈 り致 してお ります.
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